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第36期第17回常任理事会議事録 

 

日 時：2012年1月25日（水）13時30分～16時30分 

会 場：日本気象学会事務室（気象庁８階） 

出席者：新野，藤谷，岩崎，経田，田中，徳廣，藤部，三上，以上8名（常任理事現在数13名） 

欠席者：近藤，佐藤，中島，中村，余田，以上5名 

その他の出席者：田沢，萩原，渡辺（事務局） 

議 事 

１．第36期第16回常任理事会議事録の確認 

２．会員の新規加入等について 

 新入会員8，退会92を全会一致で承認．2012年1月24日現在，会員数3,736名で通常会員は1,053名． 

３．原子力発電所の事故発生時の対策のあり方に関する提言（案）について 

 「放射性物質の拡散に関するWG」作成の提言最終案を確認した．今後，提言発表に向けて理事に諮る手続

きを進め，提言を政府および原子力防災関係機関宛に送付し，また学会HPに掲載することを了承した． 

４．JACM運営委員の選出について 

 標記についてJACM(Japan Association for Computational Mechanics)会長より依頼あり．JACMは任意団

体であり，同運営委員の出身学会は工学系24学会であることから，推薦しないことを了承した． 

５．「天気」第三種郵便の取扱いについて 

 今年度の「天気」第三種郵便承認手続きにおいて，会員への無償配布は承認条件を満たさないと指摘され

た．無償配布を定めた細則の見直しを含めて検討することとした.  

６．各委員会からの報告 

庶務… 

1）後援名義等使用依頼受付 

①名称：第 27 回北方圏国際シンポジウム－オホーツク海と流氷－ 

主催：紋別市、オホーツク海・氷海研究グループ 

期日：2012 年 2 月 19 日～24 日 

場所：紋別市市民会館・紋別市文化会館 

名義：後援 

②名称：理論応用力学講演会（第 61 回） 

主催：日本学術会議機械工学委員会、土木工学･建築学委員会合同 IUTAM 分科会 

期日：2012 年 3 月 7 日～9 日 

場所：東京大学生産技術研究所 

名義：共催 

2）その他 

・1 月 10 日：文部科学省へ「平成 23 年度特例民法法人現況調査」の回答を送付する。 

・1 月 23 日：2012 年会費の再請求書の発送（472 通） 

会計…2011年12月分の収支及び現預金検査報告 

・1月31日に償還を迎える地方債（国際学術交流基金）を国債に預け換えることを全会一致で承認し 
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た． 

・2012年度予算に係わる新規事業計画案４件（会員管理ソフトの更新，TV会議システムの拡充，

天気編集用PCの更新，学会ホームページの移転）の内容を検討した． 

天気…Vol.59 No.1（2012年1月号）の掲載記事と，Vol.59 No.2-4（2012年2-4月号）の予定記事の報告． 

気象研究ノート…第224号「都市の気象と気候」の発刊が来月になったことの報告． 

SOLA…投稿論文の処理の進捗について報告． 

講演企画…2012年度春季大会の準備状況の報告．  

総合計画…公益社団法人認定申請のための今後の作業工程および，定款案及び細則案に対する会員から

の意見は1件のみであったことが報告された． 

・評議員会で指摘のあった倫理規定について、他学会の状況の調査結果が報告され，今後、同様

の規定を設けることについて検討を始めることが報告された． 

学術…「日本の気象学の現状と展望」の進捗が報告された． 

教育と普及…今年の夏季大学の開催時期（8月4,5日）等についての報告． 

・春季大会の公開気象講演会の準備状況が報告された．テーマは「地球温暖化問題における科学

者の社会的役割」． 

各賞…推薦委員からの理事長への2012年度学会賞推薦書を確認した．今後，必要な修文を経て理事の投

票により受賞者が決定される． 

・中堅若手研究者を主な対象とした新賞設置検討についての中間報告．今後，５月の山本・正野

論文賞候補者推薦委員会の議論を経て，最終提案を行う予定が報告された． 

電子情報…学会HPの移転先とするホスティングサービスの選考検討結果の報告． 

地球環境…温暖化出版事業の進捗の報告． 

７．その他 

１）2011年度秋季大会（名古屋大会）の決算報告． 

２）３．の発端である，放射性物質の放出が同心円状に広がることを前提にして国の放射線防護対策の検

討が進められていることについて，原子力安全委員会による現状の「原子力施設等の防災対策について」

にある防災対策を重点的に充実すべき位置の範囲の定め方や東京電力福島原子力発電所における事故調

査・検証委員会の中間報告にある提言内容を議論した． 

 

平成24年2月23日 

社団法人日本気象学会 

議 長 新野  宏 

署名人 藤谷徳之助 

署名人 経田 正幸 

 


